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要旨 : 東日本大震災以降，筆者は被災した地域で支援活動に取り組んできた。そして，あ
る主任児童委員との出会いを機に，仮設住宅に暮らす子どもたちのエンパワメントを目指
した支援プログラムを設計し，仮設住宅への訪問活動を続けてきた。
　本研究は，これまでの訪問活動にて取り組んだ支援プログラムの評価をおこなうことに
ある。第 1報では，訪問活動に参加した学生の振り返りをもとに評価をおこなった。そし
て，住民を中心とする『ひろば』を企画し，多世代の交流を深めていくことと，支援関係
者 （自治会，社会福祉協議会，学校，主任児童委員，ボランティアなど） での情報共有を
おこなうことにより，仮設住宅に暮らす子どもたちの成長や発達を支える環境づくりが進
められたことを述べた。
キーワード : 仮設住宅訪問，エンパワメント，支援プログラム
は　じ　め　に
東日本大震災（以下 : 震災と記す）から 5年，今なお被災した地域にはいくつもの仮設住宅が
並び，平時とは言い難い光景が広がっている。そして，『復興』という言葉を象徴する生活再建
や地域再生は容易なことでなく，ソーシャルワークはどのような役割を果たせるのかが問われて
きた。
これまでに筆者は，学生とともに被災した地域を訪問し，住民の生活実態をうかがいながら支
援活動に取り組んできた。山本（2012）が「今回のように大きな災害で被害状況も地域によって
さまざまであり，ニーズは日々刻々変化するという状況下でも，学生ボランティアは若さや体力，
何よりも熱い想いをもって，現場に対応している。」と述べたように，筆者も，被災した地域の
復旧・復興を願いながら，自らに求められた役割を果たそうとする学生の姿を目にしてきた1）。
そして，この支援活動を通して，生死の極限状況下を体験した住民と向き合うことは，学生自身
の自己覚知につながり，支援することの意義など，学びを得られる時間にもなるのではないかと
期待してきた。
ある避難所での支援活動は，筆者が事前にニーズを収集し，運営する行政職員等との調整を図
りながら，高齢者や子どもの生活を手伝い，避難所の閉鎖までを目標に継続した支援に取り組ん
だ。そして，避難所の閉鎖に伴い，生活に視点をおいた支援活動を終了させた後，三浦（2012）は，
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参加した学生の活動記録を整理し，「災害時にソーシャルワークが何をすべきかを伝えることは
難しかったが，災害時であってもソーシャルワークの原理は変わるものではないということは伝
えられたのではないかと思う。」と述べた2）。この支援活動は，ソーシャルワークの知識や技術
に直結する内容であったとは言い難いものの，長期化した避難生活の厳しさを共感し，被災した
住民に寄り添うことで，ソーシャルワークの概念に結び付けられる体験をおこなうことができた。
そのため，単発的なボランティア活動では得られないだろう教育的な効果が示唆された。
また，筆者は，支援活動に取り組むなかで，地域住民に応じたソーシャルワークアプローチが
必要であることを理解しながらも，アプローチ方法の困難さと葛藤し続ける福祉関係者の姿を目
にしてきた。そして，現在も多くの住民の生活基盤の確立に翻弄し，社会資源やネットワークの
再構築，模索に時間を要している。上野谷（2013）は，災害時のソーシャルワークの目的や方法
は，基本的に変わらないことを述べたうえで，これまでの災害支援から得た知見より，ソーシャ
ルワーカーの立場や役割を 6つにまとめている（① ソーシャルワーカーは被災者の重層する痛
みを理化し，共感して寄り添うこと，② 継続的な支援を地域で包括的に体系化すること，③ 想
像力と創造性の発揮を繰り返すこと，④ 開発性，開拓性，交渉と調整機能を発揮すること，
⑤ 被災者が主人公である考え方を理解されるよう，福祉教育やボランティア活動を再調整・支
援すること，⑥ 被災者を直接支援している人々を支援し，スーパービジョン機能を発揮するこ 
と）1）。そして，大島（2012）は，「ソーシャルワークの専門職は，果たしにくい役割と見えにく
い課題を，自分たちの責任で模索し続けることで召喚されるべきものなのかもしれない」と災害
時のソーシャルワークの在るべき姿勢を述べている4）。
震災から 5年を迎えた現在，住民は有識者やボランティアとともに，新たな街づくりを進めて
いる。ソーシャルワークも，地域生活の営みに途切れることのない支援を適切に続けていかなけ
ればならないだろう。
I.　研究の背景
1.　仮設住宅を訪問した経緯
筆者は，ある主任児童委員より，担当地域の仮設住宅に暮らす住民の生活課題をうかがった
（2012年 5月）。そこでは，復旧期（被災による生活の非日常へ復帰する段階）における仮設住
宅での生活に，① 周囲に暮らす住民との人間関係が希薄であり，誰にも気づかれることなく病
死や自殺者が出ていること，② 保護者の精神的ストレスが子どもに影響を及ぼし，虐待につな
がる恐れがあること，③ 子どもたちが家庭や地域の中に居場所を失い，成長や発達に影響を及
ぼす恐れがあることの，3点が主な課題として挙げられた。そして，主任児童委員は，筆者が震
災直後から支援活動に取り組んでいる経験を知り，この担当地域の仮設住宅に暮らす子どもたち
への支援に協力を求めてきた。
21仮設住宅に暮らす子どもたちのエンパワメントを目指した支援プログラム評価　第 1報
そして，筆者は，主任児童委員とともに仮設住宅を訪問し，自治会役員や集会所管理者より「仮
設住宅に暮らす子どもたちの人数が把握できていない」や「仮設住宅にはたくさんの問題があり，
子どもの支援にまで目を向けられる状況にはない」などと，入居している子どもたちの生活実態
や支援状況をうかがった。そして，主任児童委員の思いや望みを汲み取り，仮設住宅に暮らす子
どもたちの日常生活をエンパワメントする支援プログラムの設計と訪問活動の実施を検討した。
2.　支援プログラムの設計
筆者は，さらに仮設住宅に暮らす住民，特に子どもたちの生活実態を把握するために，子ども
たちの学習や遊びを支援するボランティア活動を企画し，2回の事前訪問を試みた（2012年 8月）。
また，長期化する仮設住宅での生活を予測し，継続的に子どもたちの生活環境の変化を把握する
支援プログラムの開発が必要と考え，エンパワメント支援設計をおこなった。エンパワメント支
援設計を図 1に示す。
図 1.　エンパワメント支援設計
〈課題〉
・仮設住宅に暮らす住民の人間関係が希薄である。 [孤立や孤独]
・家族関係の変化が生じている。 [離婚や単身、就労場所の変更、疾患など]
・子どもの生活および教育環境の変化が懸念されている。
[地域の遊び場の減少や生活リズムの乱れ(不登校や転校、長距離バス通学)、保護者との関係など]
・子どもを対象とするボランティア支援が少ない。
〈背景〉
・住民間の地域性に違いがある。 [震災以前の生活文化が異なる]
・住民間の生活に格差がある。 [支援される住民の偏りも生じている]
・ボランティア団体間の連携や目的共有が困難にある。 [活動の独自性が強い、協働につながらない]
〈成果〉･･･目指すところ 
・子どもたちの発達を地域で支える環境を整備する。
・住民が地域とのつながりや共存を感じられる場が増える。
・住民の社会資源やネットワーク、適切なボランティアの活用が進み、自立を目指せる。
〈影響要因〉 
・仮設住宅退去後の生活設計(準備)につながる。
・住民が『ひろば』を運営し、積極的な参加姿勢が見られる。
・住民の個別の生活実態を把握し、適切な専門機関へとつなげることができる。
・住民に『ひろば』の活動内容が理解され、住民と支援関係者の定期的な情報交換が可能になる。
〈戦略〉･･･この訪問活動で取組むこと 
・住民を中心とする『ひろば』を提案し、多世代の交流を深めていく。
・支援関係者 (自治会、社協、学校、主任児童委員、ボランティアなど) で情報を共有する。
図 1．エンパワメント支援設計 
１）課題と背景
震災から 2ヶ月、2011年 5月より仮設住宅への入居が本格化したものの、仮設住宅整備は地権者の
理解や承諾が必要であり、行政手続きおよび資材の調達などに時間を要した。被災した住民の避難所生
活は長期化する結果となった。そして、市は 2011年 10月に指定避難所の完全閉鎖を決め、被災した住
民に新たな生活の場を求めた。住民は希望する地域の仮設住宅への入居が叶わない現実（抽選漏れ）と
向き合い、これからの生活に見通しを立てられない状況下で、この仮設住宅に移り住んでいることが多
いとうかがった。また、震災により家族構成に変化が見られ、精神的に不安定な住民が多いこともうか
がった。生活スタイルが一変したなかで、自らの生活を不安視したことは間違いないだろう。
大規模な敷地に整備された 400戸を越える仮設住宅には、最大 700名以上の住民が入居し、自立再建
や復興公営住宅への入居を目指すこととなった。大規模な敷地に整備された仮設住宅であるが故に、周
辺の入居者との関係を築くには時間も必要であり、2011年 12月には、孤立や孤独による自殺や病死が
発見された。
また、この仮設住宅に暮らす子どもに限ることではないが、小中学校や公園などの敷地に仮設住宅を
整備した事情もあり、子どもたちの成長や発達を支える環境が損なわれた。そして、子どもたちの家庭
では、あくまでも仮設住宅は仮の住処であることから、震災以前の交友関係の維持を希望したことや震
災による心理的な影響を懸念し、小中学校の転校を控える実情も見られた。そのため、スクールバスに
乗車し、1時間弱の時間を登下校に費やす子どももいた。スクールバスでの送迎や異なる制服、カバン
を身に付けた子どもたちの様子が仮設住宅で見られる日常であった。さらに、同じ敷地の仮設住宅に暮
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権者の理解や承諾が必要であり，行政手続きおよび資材の調達などに時間を要した。被災した住
民の避難所生活は長期化する結果となった。そして，市は 2011年 10月に指定避難所の完全閉鎖
を決め，被災した住民に新たな生活の場を求めた。住民は希望する地域の仮設住宅への入居が叶
わない現実（抽選漏れ）と向き合い，これからの生活に見通しを立てられない状況下で，この仮
設住宅に移り住んでいることが多いとうかがった。また，震災により家族構成に変化が見られ，
精神的に不安定な住民が多いこともうかがった。生活スタイルが一変したなかで，自らの生活を
不安視したことは間違いないだろう。
大規模な敷地に整備された 400戸を越える仮設住宅には，最大 700名以上の住民が入居し，自
立再建や復興公営住宅への入居を目指すこととなった。大規模な敷地に整備された仮設住宅であ
るが故に，周辺の入居者との関係を築くには時間も必要であり，2011年 12月には，孤立や孤独
による自殺や病死が発見された。
また，この仮設住宅に暮らす子どもに限ることではないが，小中学校や公園などの敷地に仮設
住宅を整備した事情もあり，子どもたちの成長や発達を支える環境が損なわれた。そして，子ど
もたちの家庭では，あくまでも仮設住宅は仮の住処であることから，震災以前の交友関係の維持
を希望したことや震災による心理的な影響を懸念し，小中学校の転校を控える実情も見られた。
そのため，スクールバスに乗車し，1時間弱の時間を登下校に費やす子どももいた。スクールバ
スでの送迎や異なる制服，カバンを身に付けた子どもたちの様子が仮設住宅で見られる日常で
あった。さらに，同じ敷地の仮設住宅に暮らしながらも，異なる小中学校に在籍する子どもたち
の交友関係は広がることなく，小中学校からの帰宅後は，個人の部屋でテレビや携帯ゲームを楽
しみ，保護者の帰りを待つ様子も日常であった。
そして，震災後，仮設住宅でのコミュニティづくりに関心を寄せ，数多くのボランティア団体
等が支援に訪れている。しかし，単発的なボランティア活動は，一方的な支援に等しく，コミュ
ニティ形成に結びつく内容とは言い難かった。特に，集会所を利用したイベントやお茶会，物づ
くり教室は，大半がボランティア団体等による企画や立案であり，物品の調達を含め全ての運営
環境が整えられていた。また，ボランティア団体等の活動には独自性も強く，複数のボランティ
ア団体等が協同して活動をおこなうことも困難にあった。いくつものイベントやお茶会，物づく
り教室は，高齢者の孤立や孤独を防ぐ目的で開催されることが多く，子どもたちが参加できる活
動は限られている状況にあった。子どもを対象とする活動が少ないことは，子どもたちの実態を
把握できないことや，発達年齢に合わせた活動内容と対応が困難であることが理由として考えら
れた。
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2）　戦略（訪問活動で取組むこと）
（1）　住民を中心とする『ひろば』を提案し，多世代の交流を深めていく。
仮設住宅に暮らす住民が年齢で限られることのない活動内容を提案し，多世代の交流を図れる
時間や場所づくりが必要だと考える。そして，世代を越えて同じ時間と場所を共有することで，
同じ仮設住宅に暮らす住民間の理解につなげたい。また，大人はボランティア団体等が企画・運
営する活動への参加とは異なり，自らの生活の豊かさを目指すことに加え，同じ仮設住宅に暮ら
す子どもたちの姿を見守る役割を担うことで，地域の福祉や教育活動につなげていきたい。その
ために，筆者は，住民の実情や意向を汲み取り，住民が『ひろば』を運営していけるよう支援を
おこなう。
（2）　支援関係者 （自治会，社協，学校，主任児童委員，ボランティアなど） で情報を共有する。
主任児童委員は，保護者の別居や離婚，就労・雇用問題が家庭環境を著しく変化させているこ
とを把握しており，子どもの教育および療育に問題が生じているのではないかと疑っていた。実
際に，小学校を欠席する傾向の高い子どももいたことから，家庭と教育および療育機関との関係
をつなぎ，課題の解決を目指すことが必要であった。そこで，『ひろば』での活動を通して得ら
れた情報を支援関係者で共有し，必要に応じた専門機関や専門職へとつなぐ役割を担う必要があ
ると考えた。また，家族の精神疾患や認知症などの症状が心配される住民も生活していることか
ら，子どもたち同様の支援が必要であると考えた。そのため，支援関係者が定期的に話し合える
場を設け，仮設住宅に暮らす住民の個別の生活実態を把握することや，この支援プログラムの目
的や効果を共有していくことで子どもたちのエンパワメントを目指した支援をおこなう。
3）　成果と影響要因
筆者は，住民が仮設住宅を退去した後の地域生活にも不安を抱えていることを察し，長期的な
支援の必要性を感じていた。しかし，いずれは，仮設住宅に暮らす住民が地域生活を営むうえで，
震災による行政やボランティアの支援ばかりを頼らずに，周辺住民とのつながりや共存できる環
境と社会参加を意識する必要があると考えた。
そのためにも，仮設住宅に暮らす住民が自治会行事を楽しみながら，この『ひろば』への参加
に意欲を見せ，これからの生活設計（準備）につながることを期待する。また，この訪問活動に
限らず，住民も支援関係者にも，① 子どもたちの発達を地域で支える環境を整備すること，
② 住民が地域とのつながりや共存を感じられる場が増えること，③ 住民の社会資源やネット
ワーク，適切なボランティアの活用が進み，自立を目指せることが成果である。
3.　訪問活動の実施
筆者は，主任児童委員や自治会役員，集会所管理者，社会福祉協議会職員との話し合いをおこ
ない，訪問活動の実施計画を立てた（2012年 9月）。なお，この訪問活動は，筆者が中心的に活
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動の企画や立案，運営を担うものではなく，自治会が運営する行事『ひろば』として，仮設住宅
に暮らす住民が自由に集えるサロン活動にすることを提案した。そのため，自治会行事に位置づ
ける理解と，民生委員児童委員協議会（主に地区担当主任児童委員）や社会福祉協議会との共催
でおこなうことを承諾いただいた。
そして，支援プログラム内容（特に戦略）を訪問活動の参加者と共有し，一方的な支援の提供
は控え，住民が中心となる活動の展開を目指すこととした。また，この訪問活動には，被災した
地域での定期的な活動に関心を示した学生もボランティアとして参加した。
訪問活動は，2012年 8月より 2015年 3月 14日までの計 32回（事前訪問含め）おこなった。
これまでの訪問日と『ひろば』への参加者人数を表 1に示す。なお，子どもを 18歳未満，大人
を 18歳以上で表記する。主に参加者年齢は，子どもが乳児（1歳）から中学生（15歳），大人が
30歳（母親世代）から 85歳であった。
II.　研究の目的
これまでに筆者は，仮設住宅に暮らす子どもたちのエンパワメントを目指した支援プログラム
の設計と約 3年にわたる訪問活動に取り組んできた。本研究の目的は，この訪問活動に参加して
きた学生の振り返りをもとに，支援プログラムを評価することにある。
なお，本研究では操作的定義を用いり，子どもたちのエンパワメントを，仮設住宅に暮らす子
どもが遊びから自らの力を引き出し，成長や発達できる環境の調整が図られることとする。
表 1.　これまで訪問日と『ひろば』参加者人数
1年目（2012.8-2013.3） 2年目（2013.4-2014.3） 3年目（2014.4-2015.3）
開催日 子ども 大人 開催日 子ども 大人 開催日 子ども 大人
4月 20日 11 5 4月 19日 13 6
5月 主任児童委員より相談 5月 11日 14 6 5月 10日 12 6
6月 事前訪問計画と調整 6月 22日 13 4 6月 21日 21 10
7月 事前訪問計画と調整 7月 6日 13 23 7月 19日 21 10
8月 7日 8 2 8月 3日 12 3
8月 2日 6 10
8月 9日 7 2 8月 19日 14 3
9月 支援プログラム設計と打合せ 9月 14日 11 2 9月 20日 7 3
10月 訪問活動計画と調整 10月 19日 14 4 10月 18日 7 5
11月 17日 29 2 11月 訪問活動の再検討 11月 15日 12 2
12月 8日 20 1 12月 14日 10 8 12月 20日 8 8
1月 19日 11 3 1月 18日 14 4 1月 17日 8 7
2月 3日 9 22 2月 8日 8 3 2月 21日 9 5
3月 2日 11 3 3月 22日 14 6 3月 14日 13 12
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III.　研究の方法
1.　研究の枠ぐみ
訪問活動に参加した学生の振り返りをもとに，支援プログラムの評価をおこなった。研究の調
査手続きを表 2に示す。
訪問活動開始より1年4ヶ月後（2014年3月），定期的に参加していた学生を対象にワークショッ
プを実施した。その後，訪問活動開始より 2年 4ヶ月後（2015年 3月）に，同じ学生を対象と
する同様のワークショップを実施した。そして，学生の訪問活動の振り返りをもとに支援プログ
ラムを評価し，KJ法を用いて整理と共有をおこなった。
加えて，2015年 8月，訪問活動に 20回程度（3分の 2以上）参加した学生を対象に，フォー
カスグループインタビュー調査を実施した。
2.　ワークショップ実施
1）　訪問活動 1年 4ヶ月経過時の調査
（1）　対象者
訪問活動に参加した学生 13名。
（2）　手続き
調査内容は，これまで（1年 4ヶ月間）の訪問活動を振り返り，仮設住宅に暮らす住民，特に
子どもたちの様子や変化を質問した。学生が挙げた項目をKJ法で整理し，学生とともに共有した。
調査は，2014年 3月 28日である。
2）　訪問活動 2年 4ヶ月経過時の調査
（1）　対象者
訪問活動に参加した学生 7名。
なお，この 7名は，1年 4ヶ月経過時の調査対象者であり，訪問活動に継続して参加した学生
である。
（2）　手続き
調査内容は，1年 4ヶ月経過時と同様に，これまで（2年 4ヶ月間）の訪問活動を振り返り，
仮設住宅に暮らす住民，特に子どもたちの様子や変化を質問した。学生が挙げた項目を KJ法で
表 2.　調査手段
2014年 3月 2015年 3月 2015年 8月
ワークショップ（BS法・KJ法） 実施 実施 －
フォーカスグループインタビュー － － 実施
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整理し，学生とともに共有した。
調査は，2015年 3月 26日である。
3.　フォーカスグループインタビュー調査
1）　約 3年間にわたる訪問活動後の調査
（1）　対象者
2013年 11月以降，訪問活動に 20回程度（3分の 2以上）参加した学生 4名。
（2）　手続き
これまでの訪問活動を振り返り，自らの取組みを自由に語り合うことで，支援プログラムを評
価することとした。
調査は，2015年 8月 29日にグループインタビュー方法を用いて実施した。所要時間は 60分
である。
4.　倫理的配慮
本調査で得られた結果は，統計的に処理をおこない，個人が特定されないよう配慮することや，
回答することにより学生生活および授業の評価などには影響が及ばないことを伝え同意を得た。
IV.　結果
1.　 仮設住宅に暮らす子どもたちの様子や変化を訪問活動から振り返る（ワークショップ実施
による）
学生は，「私も被災した地域に暮らす子どもたちの支援をしたい」や「被災地支援に取り組ん
でみたい」との思いから訪問活動への参加を希望した。また，学生は，筆者が主任児童委員より
協力を求められた背景や設計した支援プログラム内容など，多くの関係者で成り立つ活動である
ことに理解を示し，可能な限り継続的に参加していく見通しを立てた。そして，学生は，訪問活
動を通して，仮設住宅に暮らす子どもたちの遊びをサポートすることや，活動中に得られた気づ
きや発見，疑問を主任児童委員や自治会役員に伝え，地域の支援関係者へ情報をつなぐ役割を担っ
た。
今回は，継続的に参加した学生 13名（2014年実施）および 7名（2015年実施）が訪問活動
を振り返り，仮設住宅に暮らす子どもたちの様子や変化を図 2，図 3にまとめた。
1）訪問活動 1年 4ヶ月経過時の調査結果（2014年 3月実施）
学生 13名が，これまでの訪問活動を振り返り，仮設住宅に暮らす子どもたちの様子や変化を
挙げた。学生から挙げられた項目を KJ法で整理し，図 2に示す。
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図 2.　仮設住宅に暮らす子どもたちの様子や変化（2014年 3月）
図 3.　仮設住宅に暮らす子どもたちの様子や変化（2015年 3月）
28 東北福祉大学研究紀要　第 40巻
学生は，住民との会話を通して被災体験を知り，これまでの生活を想像することで，自らの役
割を果たそうと意欲的に取り組んでいた。そして，住民や子どもたちを受容する姿勢を重視して
いた。しかし，訪問活動への参加を重ねることで自らの役割に葛藤し，被災した住民との関わり
にも戸惑うことが少なくはなかった。ときには，どのような対応が望ましいのかを悩み，筆者に
意見を求めることもあった。
今回の調査では，学生が訪問活動をし続けてきた時間の経過を感じながら，「子どもたちが暴
力を振るわなくなった」や「攻撃的な行為や反応がなくなった」という子どもたちの変化を，複
数の学生が最初に挙げている。また，学生自身が悩み続けながらも，子どもたちとの関わりを重
視したことで，「子どもが自分のことを話すようになった」や「学生の話しを聞いてくれるよう
になった」，「名前を覚えてくれた」などと関係を築いた様子を挙げた。そして，「学生を受け入
れてくれる」や「子どもの甘える様子がある」，「子どもたちにとって（学生が）自分の気持ちや
感情をぶつけやすい存在になっている」なども挙げている。この内容は，学生と子どもたちの関
係性を象徴する結果であるようにうかがえる。
また，震災以降，被災した地域には，数多くのボランティア団体等が支援に訪れ，住民は震災
以前の生活では体験することもなかっただろう機会を得てもいた。しかし，十分にボランティア
団体等が住民の生活背景や地域の実情を捉えることは少なく，単発的に活動をおこなう様子が見
られた。そして，何等かのイベントを成功させ，意気揚々と住民に「また来ます」と伝えて仮設
住宅を後にするボランティアの姿に筆者は疑問を感じていた。そのため，学生は，次回の『ひろ
ば』がいつ開催されるのかを子どもたちに伝えることはしたが，自らの参加を約束することは控
えた。しかし，学生は，子どもたちとの会話を通して，「次回の活動日を楽しみにしている」や「子
どもたちが活動を心待ちにしている」様子を感じており，子どもたちのなかに『ひろば』の開催
が定着していることがわかった。この『ひろば』は，参加者の提案を尊重して毎回の活動内容が
決められてきたことから，主に物作りやゲームなどを通して，仮設住宅に暮らす大人と子どもた
ちが同じ時間や場所を共有することにつながっていた。
しかし，ときには「子どもの声がうるさい」や「親の教育が悪い」などと，『ひろば』に参加
した大人が子どもたちの言動に嫌気を差し，学生に対して苦言することもあった。その場面に遭
遇した学生には戸惑いと悔しさは大きかったようだが，今回の調査では，「大人が活動に理解を
示してくれるようになった」や「大人が子どもたちの遊び場をについて考えてくれるようになっ
た」などと，大人の変化にも注目していた。
この結果より，月に 1度の『ひろば』は，仮設住宅に暮らす多世代の住民が，同じ時間と場所
を共有できるひとつの環境を創り出せたことがわかる。そして，自治会行事として『ひろば』の
定着が進み，「子どもたちが大人と一緒に活動することで（集会所内に）一体感が生まれた」や「様々
な人の交流の場になった」などと，支援プログラムの成果が出ているのではないかと評価してい
る。
29仮設住宅に暮らす子どもたちのエンパワメントを目指した支援プログラム評価　第 1報
2）　訪問活動 2年 4ヶ月経過時の調査結果（2015年 3月実施）
学生 7名が，これまでの訪問活動を振り返り，仮設住宅に暮らす子どもたちの様子や変化を挙
げた。学生から挙げられた項目を KJ法で整理し，図 3に示す。
訪問活動も 2年 4ヶ月を経過し，被災した地域の実情や住民の生活背景の理解が深まり，学生
には，訪問活動に参加すること自体を楽しむ余裕が感じられた。
学生は，「（子どもの）攻撃的な行為が減った」や「学生を受け入れてくれた」，「子どもたちが
自ら話しをしてくれる」など，訪問活動から 1年 4ヶ月経過時の調査と同じ様子や変化を挙げて
いるが，さらに観察の視点を広げて「危ない遊びが減った」や「子どもたちが些細なことに我慢
できるようになった」，「（『ひろば』が）ストレス発散の場から楽しむ場になった」などの変化も
挙げた。
そして，「異年齢の子ども同士で関わりが増えた」や「子ども同士でのやり取りが増えた」，「子
どもたちが一緒に遊ぶようになった」など，子どもたちの交友関係に広がりが感じられた様子を
挙げている。学生は，中学生が幼児の遊びに加わり，一緒に遊ぶ様子を目にしていたことから，「歳
下の子どもに合わせた遊びのルールが決められるようになった」や「子ども同士の面倒みの良さ
が増えた」なども挙げている。また，学生が子どもたちの遊びに直接的な介入をおこなうばかり
でなく，大人と同様に見守る役割を担った際にも「子どもたちが考えて行動するようになった」
や「遊びのルールを子どもたちが決められるようになった」，「遊びの提案が増えた」など，子ど
もたちの成長と明らかな変化を数多く挙げている。そして，「高齢者の『ひろば』への参加も増
えた」や「『ひろば』に大人の関わりが増えた」，「大人の『ひろば』への協力姿勢が見られるよ
うになった」など，自治会行事への参加姿勢が意欲的に見られる内容も挙げた。「子どもたちが
大人を『ひろば』に誘う様子が見られた」や「周囲の大人が子どもたちの気持ちを考えた言動が
増えた」などを挙げたことから，この支援プログラムが多世代の交流を深めることにつながった
といえる。
そして，継続的に開催されてきた『ひろば』は，子どもたちが同じ仮設住宅に暮らす大人に見
守られ，社会生活に必要とされる教養を学び，子どもたち自身の力を引き出す機会となった。そ
して，『ひろば』は，「子どもたちが自分らしさを出しても良い場所だと認識した」や「子どもた
ちがのびのびしている様子が見られた」などと，子どもたちの生活環境を整える役割を担えたこ
とを評価している。また，学生が「母親から子どもたちの様子を教えてもらえるようになった」
と挙げていたことからも，『ひろば』に参加する子どもたちの生活実態を把握する機会が生まれ，
支援関係者との情報の共有につながったことを評価している。
2.　訪問活動の振り返りと支援プログラムの評価（インタビュー調査による）
これまでの訪問活動を振り返り，自らの取り組みを自由に語り合うことで支援プログラムの評
価をおこなった。なお，これまでに 20回程度（3分の 2以上）の訪問活動をおこなった学生 4
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名を選定し，インタビュー調査をおこなった。語られた内容を「支援プログラムに期待できるこ
と」と「支援プログラムの課題になること」にカテゴリー化し，表 3に示す。
表 3.　支援プログラムの評価
カテゴリー コーディング 語り
支援プログラ
ムに期待でき
ること
子どもを見守り，
安全を確認するこ
とができる
「…（略）…（子どもに）話しかけることによって，ちょっとでも，
その 1日の中で関わる機会が生まれ，今はその子がどういう状態
なのかを把握できる…，わからないけど何かが…。」
「（子どもの）元気にしていることが見えるってことが…。」
「大人の方から子どもの方に寄っていって下さる様子があって…
（略）…。」
「私たちと遊んでいる時に，大人には言ってないようなことを，（子
どもが）ぽろっと言ってくれたりした。…（略）…。私たちは重
い情報だと受け止めてなくても，…（略）…，（大切な）情報を
得ることができる（場所だった）。」
「…（略）…，大人もいれる空間だからこそ，大人の眼もあるし
で（安心だった）。」
仮設住宅に暮らす
方々が世代を越え
て同じ時間と場所
を共有できる
「本当に嫌だったら，そこ（『ひろば』）には来ないだろうし…。」
「お兄さんたちがやっているゲームを見て，小さい男の子たちが
興味をもって，そっちに行ったりしたこともあったから…。」
「そこ（『ひろば』）」に来ている大人の人とかとも，顔を合わせる
ことになるし…。」
「なんか，大人の人，高齢者の人の中でもさ，子どもたちの声聞
けば元気が出るとか，和むって感じで，一緒にいてくれた人もい
るわけだし。」
「おやつの時間からちょっと緩やかな時間になって，あの辺です
ごく（大人と子どもが）関わっているのを見れた…（略）…こう
いう場を設けて，その中で（世代を超えた）関わりが見れたのは，
すごい良かったなって思えて…（略）。」
「最初はけっこうそういう（楽しめる）雰囲気じゃなかったじゃん。
大人の人は大人の人で，子どもは子どもで，けっこうお互いが別
みたい…。でも，そこ（大人と子どもが関わること）が，こうやっ
て時間をかけて目に見える形で…（略））…，はっきりは言えな
いけど，良かったのかなって思う。」
「ここ（『ひろば』）に来てくれるから，（子どもは）その空間を嫌っ
ているわけではないし…。」
「そこ（『ひろば』）に来てくれてる人が，すごい…その場を楽し
んでくれているような感じで…・」
支援プログラ
ムの課題にな
ること
関係者や参加者と
の情報交換や共有
が必要である
「もっとみんなで情報共有する時間を作っても良かったよね」
「自分が（訪問活動終了後）モヤモヤしてたりしたこともあって，
…（略）あまり学生間同士で話すことはなかったな…って思って。」
「…（略）話す機会を設けることで，何か…（略）。」
「…（略）…，みんなで「大人とはどう関わっていけばいいのか…」
とか「子どもとの関わりはこうで…」みたいなことが見えていた
ら，もっと充実してきたのかな…（略）…。」
活動（『ひろば』）
の理解を得られる
「大きな仮設だと，違う地区から入居していることもあって…（略）
…，地域も近所もつながりのない人は，つながっていない状況…
（略）…。」
「活動が認知されるまでに時間がかかった。」
「子どもたちの遊び声が嫌だったっていう人も（大人には）いた
かもしれないけど…。」
「子どもは子どもたちで…（略），でも，大人は大人でやりたいた
いことが一緒にならなかった部分が多かった。」
他の支援グループ
と協力ができる
「団体さんと関わる機会もあったけど，ちょっと（活動の）方向
性が違って，「一緒にできないね」みたいな感じで，団体さんと
は無理だなって諦めた部分があった」
「お互い仲間みたいな，一緒の感じになれたら，方向性は違くても，
もっと円満に終わったのかと思うんだけど。」
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訪問活動を振り返り，支援プログラムに【子どもを見守り，安全を確認することができる】と
【仮設住宅に暮らす方々が世代を越えて同じ時間と場所を共有できる】の 2点が期待できること
として挙げられた。
学生は，月に 1度ではあったが，「その子どもがどういう状態なのかを把握できる」や「（子ど
もの）元気な様子が見える」など，『ひろば』に参加した子どもたちの様子を把握することがで
きたことを語っている。また，学生が「私たちと遊んでいる時に，大人には言っていないような
ことを，ぽろっと言ってくれた」とも語った。筆者は，『ひろば』に参加した大人からも，日常
の子どもたちの様子をうかがうことができ，子どもの生活実態を把握することにつなげられた。
そして，主任児童委員より子どもが在籍する小学校や中学校へ生活状況や課題を提供することも
できた。この『ひろば』は【子どもを見守り，安全を確認することができる】機会であったとも
いえる。
また，学生は，「最初は楽しめる雰囲気じゃなかった」と語る一方，「大人と子どもが関わるこ
とが，時間をかけて目に見える形になった」と，『ひろば』の様子に変化があったことを語って
いる。そして，「（『ひろば』に）来てくれる人が，その場を楽しんでいる」との語りからも，【仮
設住宅に暮らす方々が世代を越えて同じ時間と場所を共有できる】機会の一つになったといえる。
しかし，この支援プログラムは，【関係者や参加者との情報交換や共有が必要である】や【活
動（『ひろば』）の理解を得られる】，【他の支援グループと協力ができる】の 3点が課題に残され
た。
学生は，自らの取組みを振り返り，「自分が（訪問活動終了後）モヤモヤしたこともあった」
や「あまり学生間同士で話すことはなかった」と，情報交換や共有する時間の不足を語っている。
また，「もっとみんなで情報共有する時間を作っても良かったよね」と振り返っていることからも，
さらに【関係者や参加者との情報交換や共有が必要である】ことがわかった。そして，学生は，「大
きな仮設だと，違う地区から入居していることもある」と語り，仮設住宅に暮らす方々が震災以
前に生活していた場所を理解することで，「地域も近所もつながりのない人は，つながっていな
い状況」だとも語った。仮設住宅に暮らす方々の生活実態を踏まえ，「活動が認知されるまでに
時間がかかった。」との語りからも，新たな人間関係を築くことの難しさを感じ，【活動（『ひろば』）
の理解を得られる】には時間を要したことを課題に挙げた。また，学生は，他のボランティア団
体等との協同で『ひろば』を開催することが出来なかったことから「団体さんとは無理だなって
諦めた部分があった」と語っている。「お互い仲間になれたら」や「一緒になれたら」との語り
からも【他の支援グループと協力ができる】ことが課題に挙げられた。
このインタビュー調査では，訪問活動に参加を決めた際，被災した地域に暮らす方々の様子を
想像し，「大人も子どもも，みんな暗くて気分が落ちているのかな」や「子どもたちは暗いのかな」
と思っていたことも語られた。しかし，仮設住宅を訪問し，自分の想像とは異なる子どもたちの
様子に驚かされ，「どんなことでも受け止めるって気持ちがあった」と子どもたちを受容する姿
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勢で参加したものの，不快に感じる出来事も体験した。そして，「私たちが注意したって聞いて
くれず，それ（学生の反応）を楽しんじゃうことがあった」や「今日も子どもたちにやられにい
くのかなと思った（不快に感じる行為を受け入れに行く）」と，悩んだ時期を明かしてくれた。
しかし，「継続して関われることで，子どもたちの成長が見えたり，子どもたちの変化だったり，
大人の変化が見えたりする活動だった」と前向きに活動を振り返っている。学生は，「基本的な
ことだけど，対象を決めた人との関係よりも，そこに住む方々を大切に思い，個人から集団まで，
それぞれの支援を考えていくことがこのような（支援プログラム）成果として現れるんだなと思
う」と自分自身が訪問活動に参加したことで得られた学びと成長につなげていた。
V.　考　　　　　察
1.　子どもたちの発達を地域で支える環境を整備する
筆者は，これまでの訪問活動を通して，自治会役員が語った「仮設住宅にはたくさんの問題が
あり，子どもの支援にまで目を向けられる状況にはない」という言葉に共感することもあった。
そして，被災した地域では，未だに生活基盤を定められない状況下にあり，子どもたちの成長や
発達を支える環境づくりは容易でないことを感じてきた。
そのため，訪問活動当初は『ひろば』の運営が主任児童委員であり，自治会の協力姿勢は高い
と言い難い状況にあった。この『ひろば』の開催も前向きには捉えられていなかったように振り
返られる。第 1回目（2012年 11月）から 3ヶ月間は，『ひろば』の周知や運営も主任児童委員
任せとなり，住民の参加は，子どもが約 20名に対し，大人は自治会役員のみにとどまっている（表
1）。2013年 2月以降は，自治会役員の提案により季節行事を活動内容に取り入れるなど，大人
も『ひろば』に参加しやすい雰囲気づくりに努めてきた。だが，子どもたちの生活実態が明らか
になるとともに，大人は，筆者や学生に子どもたちの教養を身に付けさせる活動を求めてきた。
学生は，この時の様子を「大人の人たちとの関係が悪くなった」と語っている（表 3）。また，
子どもたちが集会所に備え付けられた座布団やテーブルなどを遊び道具にする様子を目にし，自
治会役員や集会所管理者の注意や苦言回数も増えていったことも事実にあった。集会所で頻繁に
発生する備品の破損や紛失は，子どもたちの遊び方に問題があると言われ，『ひろば』に期待さ
れることや支援の困難さを主任児童委員より示されることがあった。
そこで，再度，自治会や主任児童委員との話し合いを重ねながら，『ひろば』の目的や体制づ
くりの検討する必要があった。しかし，この検討の機会は，『ひろば』の開催を止めるものでなく，
この支援プログラムを理解した地域福祉コーディネーターの賛同を得られることにつながった。
多くの支援関係者がつながることで，子どもたちの生活環境を地域で考える広がりをみることが
できた。そして，地域福祉コーディネーターより紹介された NPO団体との協同で『ひろば』の
開催を試みることもできた（2014年 3月）。この協同開催は，子どもたちのエンパワメントを目
指した支援についても意見を交換できる関係を築き，多くの住民が子どもたちの生活を意識する
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ことにつながったといえる。そして，支援関係者が定期的に情報の共有をおこなうことで，一定
のネットワークの形成がみられた。学生の結果からも，世代や年齢の垣根を越えて，ともに楽し
いと感じられる時間と空間づくりを目指すことができたといえる。この結果から，仮設住宅に限
られたことではなく，子どもたちを地域で見守り育てることにはこれからの課題でもあるだろう。
今回の訪問活動は，子どもたちの発達を支える環境づくりをおこなう意識を高め，住民や地域の
支援関係者とのつながりを作る機会になったのではないかといえる。
2.　住民が地域とのつながりや共存を感じられる場が増える
今回の訪問活動を通して，筆者は，学生が「活動（『ひろば』）に大人の関わりが増えた」，「子
どもたちが大人を活動（『ひろば』）に誘う様子が見られた」と語ったことからも，多世代の交流
を図ることにつながり，住民の共存を感じられる場を創り出すことができた（表 3）。また，『ひ
ろば』に参加した子どもたちの様子を見守りながら，母親がビーズストラップ作りを企画し，高
齢の住民と楽しむ様子が見られ，ときには，母親が主任児童委員に子育ての相談をおこなう場面
もあった。『ひろば』への参加が，地域住民との関わりを深め，日常的な人間関係に広がりを見
せることにつがなっている。筆者は，この『ひろば』が，仮設住宅に暮らす住民の共存を感じら
れる場の一つであったように振り返える。だが，一方では「子どもは子ども，大人は大人でやり
たいことが一緒にならない部分も多かった」と学生が語るように，仮設住宅に暮らす住民の多世
代交流を図ることの困難さも感じられ，必ずしも多世代交流が子どもたちのエンパワメントにつ
ながるものとは言い切れなかった（表 3）。
そして，筆者は，仮設住宅への入居を機に，住民個々に歩んできた地域生活や地域文化の営み
を，新たな生活文化に変えざるを得ない実情を目にしてきたことからも，地域とのつながりや共
存は容易なことではないといえる。また，筆者は，震災からの時間の経過とともに，仮設住宅で
築かれた住民の人間関係は，全てが良好なものとは言い難く，震災以前の地域生活や地域文化の
営み，生活背景が大きな影響を及ぼしていることを考えさせられる場面もあった。今後は，自治
会役員の負担が増す状況にあり，仮設住宅からの退去が本格化することで，住民の人間関係にも
変化が生まれるだろう。加えて，仮設住宅に暮らす住民の数が減ることで，地域とのつながりや
共存を感じられる場が再び減少していくことや支援の偏りも懸念される。震災の影響を受け続け
ることはこれからも予想できるが，新たに築かれる住民の地域生活に期待をしていきたい。
お　わ　り　に
今回の訪問活動では，この仮設住宅に暮らす子どもたちを支援する環境の調整などは進んだも
のの，現在までに被災した地域のなかで，子どもたちが自ら意欲や自信をもって生活していると
は言い難い。しかし，この支援プログラムが，仮設住宅に暮らす子どもたちのエンパワメントに
少なからず影響したことを学生の振り返りより評価できた。
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また，インタビュー調査の際，学生から「私は震災と無関係で，自分が支援に携わるとは思い
もしなかった。大学で支援に携わる機会を得られたことがまず良かった。」や「被災地で，自分
が何かお手伝いできたような感じがあった」と語られた。そして，ある学生は「自分たちが決め
た人（対象者）ではなく，そこに住む方々の思いを大切にして，個人から集団まで，それぞれの
支援を考えていくことが本当に必要な成果として現れる」と語り，この訪問活動で得られた体験
は，学生自身の学びにもつながっていた。筆者は，この訪問活動が仮設住宅に暮らす住民ばかり
でなく，学生にも意義のある時間であったように振り返る。
この支援プログラムの設計と訪問活動は，被災した地域に限られた課題とは言い難く，これか
らの子どもたちの生活環境を考えるひとつの機会であったようにいえる。
本訪問活動は，大和証券福祉財団平成 25年度（第 3回）および平成 27年度（第 5回）災害時
ボランティア活動助成の支援をいただいた。
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